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不
十
分

（

無
）

十
分
（

有
）

不
十
分

（

無
）

十
分
（

有
）

十
分

0°

出発肢位：膝を90°に曲げ、自然に股外転、外旋した位置（膝が

外方に開く）に置く。
テスト動作：「麻痺側の足を伸ばす」ように指示し、随意的な
動きの有無、膝がどこまで伸びるかをみる（膝屈曲角で）。

膝伸展位のまま挙上させ、股関節の動く角度でみる。この間、
膝関節は20°以上屈曲してはならない。

出発肢位：股伸展位（0～20°）（伸展共同運動パターン）
テスト動作：「麻痺側の足を曲げる」ように指示し、随意的な
動きの有無、程度をみる（股関節屈曲角で）

不
十
分

90～50°

45～25°

20～5°

随
意
運
動
（

股
屈
曲
）

可
能

随意収縮（股内転筋群
の触知）

随意収縮（股内転筋群
の触知）

非麻痺側の下肢を少し開いておき、徒手抵抗に抗してそれを閉じさ
せる。麻痺側下肢の内転の動き、または内転筋群の収縮があるかど
うかをみる。

随意的に麻痺側下肢を閉じ（内転）させ、内転筋群の収縮を触
知する。

随
意
運
動
（

股
屈
曲
）

可
能

不
十
分

6

膝
関
節
の
屈
曲

出発肢位：膝関節90°屈曲の座位。

テスト動作：足を床の上ですべらせて
膝関節を100°以上に屈曲。

股関節は60～90°の屈曲位の保ち、足

を床から離さずに行うこと。

　　　　　　　　　　　　　　　　踵は離れないよ
う

5～25°

50°～

5

股
関
節
屈
曲

（

下
肢
伸
展
挙
上
）

背
臥
位

座
位

不可能（不十分）

可能（十分）

不可能

不十分

十分

30～45°

4

屈
曲
共
同
運
動

（

随
意
運
動
）

不可能

3

伸
筋
共
同
運
動

（

随
意
運
動
）

不可能

十
分

5～40°

45～85°

90°～

2

随
意
収
縮

テ
ス
ト
№

姿
勢

種類 出発肢位・テスト動作 判定

検査日（月/日）

1

レ
イ
ミ
ス
テ
の
連
合
反

応
（

内
転
）



1
/

2
/

3
/

4
/

5
/

踵を床につけたまま足関節を背
屈。
5°以上の背屈を可能とする。

不
十
分

十
分

不
十
分

十
分

不
十
分

十
分

足関節背屈動作の有無と程度
をみる。
股関節は60～90°に屈曲位で
膝は20°以上曲がらないように
して行う。

膝屈曲位で中間位から股関節
内旋動作の角度をみる。
股関節60～90°屈曲位で大腿
部を水平にし、股関節90±10°
を保って行う。

麻痺側

非麻痺側の2倍以上

非麻痺側の1.5倍以下

（テスト10の動作）
膝屈曲位で、中間位から股関節
内旋動作を10回行うに要する時
間。
（内線が20°以上できること。そ
の他の条件はテスト10°同じ）
非麻痺側を先に測定すること。

不可能

可能だが底屈域内

背屈5°以上可能

不可能

内旋5～15°

内旋20°～

所
要
時

間

不
十
分

十
分

非麻痺側

非麻痺側の1.5～2倍

不可能（不十分）

可能（十分）

不可能

可能だが底屈域内

背屈5°以上可能

11

ス
ピ
ー

ド
テ
ス
ト
①

股
関
節
内
旋

10

股
関
節
内
旋

9

膝
関
節
伸
展
位
で
の
足
関

節
背
屈

座
位

7

足
関
節
の
背
屈

8

足
関
節
の
背
屈

股、膝伸展位のままで足関節の背屈動作

座
位

背
臥
位

検査日（月/日）テ
ス
ト
№

姿
勢

種類 出発肢位・テスト動作 判定



1
/

2
/

3
/

4
/

5
/

不十分

十分

不十分

十分

不
十
分

十
分

十
分

検査日（月/日）テ
ス
ト
№

姿
勢

種類 出発肢位・テスト動作 判定

予
備
1

背
臥
位

膝
伸
展
位
で
股
関
節

外
転

不可能

不十分 5～15°

十分 20°～

予
備
4

膝
関
節
の
屈
曲

不可能

90～65°

30～5°

予
備
2

座
位

予
備
6

足
先
で
床
を
た
た
く
ス

ピ
ー

ド
テ
ス
ト

②

立
位

非麻痺側

麻痺側

膝関節伸展位のままで非麻痺側で立ち、
麻痺側の膝関節を屈曲。
股関節は20°以上屈曲しないこと。体幹
が前傾して結局股関節が屈曲することも
多いので十分注意する。

不可能

屈曲5～40°

屈曲45°以上可能

予
備
5

股
関
節
の
外
転

非麻痺側で立ち、麻痺側股関節を外転、
股関節、膝関節を20°以上屈曲しないこ
と。
外転角は骨盤の傾きにだまされないよう
に気をつける。
（非麻痺側で立つので骨盤は必ず麻痺
側が上がる。その分を差し引いて判定す
ること）

予
備
3

足
関
節
の
背
屈

膝伸展位で麻痺側下肢を外に開かせ、
股関節の外転の程度をみる。踵を床から
離さず、膝が最終的には20°以上は曲
がらないこと。

出発肢位：腰かけ位で、膝屈曲90°位、
股関節は90°～60°屈曲位を保つ。
テスト動作：「膝を伸ばす」よう指示し、膝
関節伸展角度をみる。

（テスト3の動作）
直立位で行う。踵を床につけたま
ま、足先で床を10回たたくのに要する時
間（背屈が5°以上できること）。
判定：麻痺側の所要時間が非麻痺側
の1.5倍以下を十分とする。

所
要
時
間
不
十
分

不十分

十分

股・膝伸展位のままで足関節の背屈動
作。
股関節、膝関節が20°以上曲がっては
ならない（足の長径程度まで前に出して
もよい）。

不可能

可能だが底屈域内

背屈5°以上可能

膝
伸
展

非麻痺側の2倍以上

非麻痺側の1.5～2倍

非麻痺側の1.5倍以下

不可能

外転5～40°

外転20°以上

60～35°

0°


